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研究成果の概要 

本プロジェクトでは、ユーザ適応的な対話を行う会話エージェントの実現を目指し、対話制御、

エージェント行動決定の研究、さらには、その基礎となる機械学習手法の研究を進めている。 

 前年度までに収集した日本語の動機づけ面接コーパスを整備し、分析・モデル化を進め、クライ

アントの Change Talk (クライアント自身による変わろうとする意志を表明する発話)を検出する深層

学習モデルを作成した。実験の結果、言語とクライアントの顔情報を融合させたマルチモーダル

BiLSTMモデルが最も高い性能を示すことがわかった。また、言語と顔情報をコンテキストとして融

合させることで、優れた性能を達成することがわかった。ターン単位での評価の結果、Change Talk

検出において F1 スコア 0.65を達成した。本研究は、動機づけ面接のモデル化において、顔情報

の有効性を実証した初めての研究として高く評価された。 

  ユーザ適応のための機械学習の研究においては、多国間で収集されたマルチモーダル対話

データコーパスからエージェントのためのセンシングモデルを構築することを目的として研究を進め

た。ある国籍 (その国の文化背景を有する) の対話参加者から訓練されたマルチモーダル行動認

識モデルを、異なる国籍の対話参加者のマルチモーダル行動データに適応するための転移学

習・マルチタスク学習アルゴリズムを構築するためのデータセット構築を行った。フランス・ドイツ・イ

ギリスで既収集済みの、知識共有対話データコーパス:Noxi を基盤として、Noxi と同一の収録環

境・設定にて日本人、中国人、インド人ペアの対話データを計 40 セッション（40 名参加）を収集

した。結果として、ヨーロッパ・アジアの計 6 カ国の対話ペアを含む、多国籍マルチモーダル対話

コーパスが整備された。また、Adversarial Neural Network を基盤として、異なるデータのドメイン

差・参加者のジェンダー差・個人差に頑健な転移学習手法を提案し、有効性を検証した。さらに，

生体信号と言語情報の統合方法を提案し、内面状態推定精度の向上に寄与することを示した。 
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